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タイ中央銀行での研究会 
―タリサ総裁との旧交を温めながら― 
 
原田 博夫 
 
2008 年 3 月 18 日（火）朝、約束の時間の 1 時間も前に到着してしまったわれわれは、とも
あれ研究会（ミニ・セミナー）の開始までどう時間をつぶすか所在が無かったが、中央銀行サ
イドの対応者であるドン氏（Dr. Don Nakonrnthap）の、タイ中央銀行（1942 年 10 月に営業
開始）初の女性総裁であるタリサ総裁（Mrs. Governor Tarisa Watanagase）とのやり取りを
踏まえた配慮により、チャオプラヤー河東岸に位置するタイ中央銀行の敷地内の瀟洒な旧館に
案内していただいた。ここは、元は総裁の居宅だったようだが、現在は博物館として一般公開
されていると同時に、タイ中央銀行の奨学生の勉強室としても利用されていて、タリサ総裁自
身がかつて奨学生だった頃は、よくここで勉強していたとのことだった。庭園もどこもきちん
と手入れされていて、河からの風が心地よかった。せっかくの機会なので、そこのエントラン
スホールで全員の集合写真を撮らせていただいた。その写真については、本『月報』掲載を参
照いただきたい。 
研究会は、第二ビル（昨年、新館（第一ビル）が完成したため、第二ビルと呼ぶようになっ
た）4 階のミーティング・ルームで、9：35 分からスタートした。冒頭、タリサ総裁の挨拶が
あり、われわれ専修大学社会科学研究所サイドからは、私・原田からの紹介および内田弘・所
長からの代表スピーチの後、先のタイ中央銀行マクロ経済政策チーム代表のドン氏から、「1997
年危機以降のタイの金融政策」についての報告・プレゼンテーションが 30 分程度あった。こ
の分析は基本的には、タイ中央銀行の公式見解に即したもので、すでにホームページにも掲載
されているもので、その意味や問題点・解釈などは、当日のコメンテーターを務めた、大倉正
典所員によって明確かつシャープに指摘されている。しかし、あえて補足すれば、こうした金
融政策に関する分析手法・データ・表現などについて、とりわけインフレターゲット政策を採
用している中央銀行としての外部への説明責任に関しては、ほぼ世界レベルあるいはグローバ
ル標準に達しているのではないかと感じた。つまり、政策当局のとしての成熟と自信を感じた
のである。 
以上の次第で、当日の議論・意見交換そのものについては、大倉所員からの報告に譲って、
私は本稿では、ターリサ総裁のとのかかわりの部分を補足しておきたい。 
タリサ総裁の挨拶の趣旨は以下の通りだった。経済・金融の世界では、これまでも時々、危
機が起きる。しかもそれは、よく似通っている。1997 年のタイも、現在のサブプライムローン
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問題で苦境にあるアメリカも、そして 1990 年代の日本も、原因と経過はよく似ている。基本
的には、マクロ経済政策の誤り・失敗がそもそもの原因ではないか。それが景気過熱・バブル
を引き起こし、さらには信用不安・危機を招いているのだ。したがって、それに対する結論・
処方箋も、劇的に異なるものとはならない。さらには、マクロ経済政策の誤りに加えて、金融
制度の制度設計や金融機関の運営にも同様な誤りがあった。したがって、金融規制のあり方や
為替調整の改革も同時に進めなくてはならない。こうした状況は現在のアメリカも同じで、解
決のための対応策・必要性も同様だが、その対応策の幅と深さは、タイの場合とは桁違いに大
きい。タイの場合も日本の場合も、不良債権化した担保不動産を損切りすることで何とか解決
できたのだが、担保価値の評価を市場で適切に行なうのはなかなか容易ではなかった。しかし、
現在のアメリカ発の金融危機に関しても、やはりこれまでのタイや日本での危機およびその解
決策から、アメリカも教訓を得るべきであろう。 
このような内容を、冒頭の「下手に日本語ですが、・・・」という謙譲の言葉を皮切りに、原
稿なしで、堂々とした自信に満ちたスピーチをしたのであった。彼女の日本語が淀みのないも
のだった理由は、タリサ総裁が、1970 年代前半、日本に留学し、大学 4 年間および大学院修
士課程 2 年間を慶應義塾大学で勉学したからだと思われる。実は、私とタリサ総裁は、学部 3・
4 年次に経済学部・加藤寛ゼミで同期として勉学をともにして以来、折に触れての（といって
も、主として彼女が来日した際）関係・連絡を保ってきた。しかし、金融政策に関するこうし
た体系的な内容を公式な場で彼女から直接聞くのは実は初めてだったので、その意味では新鮮
であると同時に、感激もした。加えて、同日の研究会（ミニ・セミナー）には、彼女は若い男
女のスタッフを 15 名程度同席・傍聴させていた。その理由は、1997 年の通貨危機以降のタイ
の金融政策に関する日本サイドからの意見・評価を若いスタッフに体験させて、勉強の機会に
させようという趣旨だったようである。もちろん、日本での 1990 年代以降のバブル崩壊後の
経済政策運営についての具体的な情報・意見をヒアリングする機会を、若いタイ中央銀行スタッ
フに提供しようとする狙いもあったに違いない。その意味では、われわれの事前あるいは当日
の対応・準備が十分なものだったとは言い難く、この点は反省点である。 
さらに彼女の配慮・礼儀は、当日のスピーチの中で、一切、日本銀行総裁のポストが空席に
なることへの懸念・問題点などに言及しなかったことである。実は、この研究会（ミニ・セミ
ナー）が開かれた 2008 年 3 月 18 日は、第 29 代日銀総裁・福井俊彦氏の任期切れの前日だっ
た。それにもかかわらず、1882 年 10 月の日銀の営業開始以来始めての総裁空席の事態を迎え
ようとしていた。われわれもこの調査旅行中、タイのテレビ・ニュースで時々流れる、後任の
日銀総裁選びが空転している混迷振りにははらはらしていたものだが、結果的には、暫時（20
日間）の空席（白川副総裁による総裁代行）という事態になってしまったわけである。こうし
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た状況におそらくは、2006 年 10 月のタイ政変を経てそれまでの副総裁から総裁に昇格した彼
女も同情と懸念はしていただろうが、一切、言及しなかった。また、われわれからも言及する
ことはなかった。 
最後にこの際、留学生に対する教育プログラムについての私見を述べておきたい。タリサ総
裁は、そもそも日本に留学した際はタイ中央銀行の奨学生としての勉学であった。最初に入学
した大学での、一般的な語学修得には飽き足らないものを感じて、あえて、新たな知識修得と
して経済学を勉学するために、経済学部に再入学したとのことである。つまり、目的と将来展
望をきちんと持ち、継続的な努力を怠らなかった女子学生だった。それは、慶應義塾大学の修
士課程を終了後、タイ中央銀行に正式に入行した後も続き、同行に籍を置きながらもアメリカ
の大学院に留学したり、IMF に勤務して、知識と経験、語学力を身につけた結果、今日のポス
ト（タイ中央銀行総裁）と名誉（2007 年 5 月には慶應義塾名誉学位）が花開いたのではない
かと推測するのである。しかし、同時に、留学生を受け入れた教育機関での教育プログラムの
充実も、重要ではないかと見ている。具体的に挙げれば、ゼミでの（少なくとも留学生にとっ
ては）厳しかった勉学プログラムが、おそらく勉強家で努力家の彼女の闘争心とやる気に火を
つけたのではないだろうか。このゼミでの人材育成法については、河合篤男『切磋琢磨 慶應
義塾・加藤寛ゼミに学ぶ人材育成』（生産性出版、2007 年 11 月）に譲るとして、こうした濃
密な時間を共有することが若者の教育・成長には不可欠なのだ、感じたのである。そしてこの
ことは、留学生あるいは青年男女を問わず、その教育プログラムには共通の前提条件ではなか
ろうか。 
われわれのタイ中央銀行での滞在は数時間であったが、金融危機およびその対策の過去・現
在・未来に思いをはせると同時に、女子留学生の見事な成長振りをしみじみと感じた次第であ
る。 
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